
コロナ流行下で起きていること

公表されている統計データをもとに、医療、私たちの
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③ 2020年の全死亡数とコロナ死亡（日本と米国）
④ 超過死亡（東京都）
⑤ 精神科医療への影響

2. 人口動態統計（速報）から（2019年と2020年と2021年）

3. 生活・経済活動への影響
① 家庭・学校・企業で起きていたことの概要
② 完全失業数・完全失業数の推移
③ 家庭で起きていたこと
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コロナ流行下で起きていること

アウトライン（1）
「医療・国民の健康」が蒙った影響は甚大

「がん治療、心筋梗塞、脳卒中」と救急医療が著しく滞っ
たままです。この影響が2021年以降に顕在化します。死亡
者数は確実に顕著に増加するでしょう

死因別統計（2020年と2019年の比較）で、老衰の増加、年
後半から自殺の急増。

死因別統計（2020年と2015～2019年の平均との比較）で、
精神及ぶ行動の障害、神経系の障害、筋骨格系及び結合組
織の疾患、老衰が大きく増えています

「超過死亡」が2021年に入ってから東京都で顕著です
精神科医療で警察官が保護した救急ケースが顕著に増えま
した。不安恐怖の高まり、支援との繋がりが弱まった影響
です

子どもの体力が第2次大戦後始めて著しく低下。高齢者の足
腰の衰え（フレイル）が顕著です。

日本では、コロナ患者が各国に比べて顕著に少なかったにも
関わらず、医療・国民の健康が著しく損なわれました。この
状況はまだまだ続きます。



コロナ流行下で起きていること

アウトライン（2）
人口動態統計（速報）から予測される激変

人口動態統計（速報）などの資料から、2020年後
半から出生数が激減。2021年に入って死亡数が増
加。その結果、今後、少子高齢化と人口減少が急
加速し、「社会保障制度、産業構造、地域社会」
を大きく変更せざるを得なくなります

婚姻数が変動、離婚数の減少から、個人・家庭が
甚大な影響を受けていることが窺えます

日本のコロナ流行が、世界各国と比べて、顕著に少
ない中で、何故に、これほどまでの激変を引き起こ
してしまったのか。感染症対策のどこを間違ったの
でしょう。



コロナ流行下で起きていること

アウトライン（3）
家庭・学校・企業・地域社会・政治が激変

 家庭・家族
絆が強まった家族もあれば、葛藤が激しくなった家族もある。（児童虐待、DV、など）

 子ども～大学生
子ども～大学生の学力低下・体力低下・社会的能力低下。子どもたちへの影響甚大

 正社員・派遣社員・パート
在宅勤務に適応出来た人もいれば、適応出来なかった人もいる
失業増加、雇用形態の変化、外国人導入が急加速
貧乏になった人が多い中で、新しいチャンスを掴んだ人もいる

 企業
経営行詰まり・廃業企業もあれば、最高益の企業も。新しいタイプの企業

 地域社会
対立が噴出した地域もあれば、繋がりが強くなった地域も
全国的に治安悪化の兆し、外国人の存在感が増す

 国・地方自治体
多くの人が国を信頼しなくなった
信頼が強まった地方自治体もあれば、信頼を失ったところもある

 政治
国民の政治不信。新しい政治指導者が登場するのだろうか

コロナ禍を
きっかけに
日本の何も
かもが変わ
る。
危機であり
チャンスで
ある



コロナ流行下で起きていること
アウトライン（4）

これまでのコロナ対策、これからのコロナ対策

1. 私たちには、人と人との密な繋がり、企業と企業の密な関係、
国と国との密な交流が必須

2. これまでのコロナ対策（３密回避、人流を減らす、休業要請な
ど）は私たちに必須なことを出来なくさせた

3. 感染者が著しく少ないにも関わらず、コロナ対策が、科学的根
拠が希薄なまま、そして、国民への説明が不足したまま、強引
に進められ、国民生活に甚大な悪影響を及ぼしている

4. 国の指導者、専門家集団、マスメディア、私たち国民が、恐怖
にとらわれて、ゆとりを失っているのではないか

5. コロナ対策は見直しが必要
① 科学的根拠に基づいて対策を立て直す
② 国民に十分に説明し、国民に納得してもらう
③ 誰かが得をし、誰かが被害を蒙ることがないようにする
④ コロナ対策は、「感染防止のための感染対策」ではなく、「コロナ

流行下でも必須の活動を行えるようにする感染対策」でなくてはな
らない



１．コロナ流行・コロナ対策が
国民の健康に及ぼした影響



① コロナ流行・コロナ対策が
国民の健康に及ぼした影響

（注目されるエピソード）
東京都や大阪府で救急搬送先が見つからない
2020年４月の緊急事態宣言以降、心筋梗塞患者の
受診が遅れ、重い合併症が約４倍増加
がん検診3割減、2100人未発見の恐れ
肺がん約8,600人の新規患者が診断と治療の機会を
逸した可能性
がん手術の遅れで余命が短縮した
在宅看取り患者数1.5倍
フレイル・老衰が強まった
中学以上のすべての世代で体力低下

これらの影響は
2021年に現れる



がん治療への影響

7つの癌（膀胱癌、乳癌、大腸癌、直腸癌、肺
癌、子宮頸癌、頭頚部癌）について、コロナ禍
での１ヶ月の癌治療の遅れから6%～13%も死亡
の可能性を高める（Timothy Hannaなど）
癌の1年間の診断の遅れは5年生存率に大きな
影響を及ぼす（Camille Maringeなど)
3ヶ月の手術の遅れが英国では4700人の死亡に
繋がる（Amit Sudなど）。日本に当て嵌めると、
新型コロナによる癌治療の遅延に起因する死者
数は、新型コロナの死者数とほぼ同じくらいに
なるだろう

アキよしかわ
コロナが、がん治療に与えた「コラテラル・ダメージ

日経メディカル7月12日号より



① 主な死因別死亡数の月別推移
2020年と2019年の比較
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2020年の全死亡数とコロナ死亡
日本と米国

日本 米国

全死亡数
2020年通年

1,384,544 3,358,814

コロナ死亡数
2020年通年

3,459
（人口百万あたり 27.5）

345,323
（人口百万あたり 1,046.4)

（コロナ死亡数）
2021年1月1日～6月27日

11,205
（人口百万あたり 88.9）

258,294
(人口百万あたり 780.3)



② 主な死因別死亡数の月別推移
2020年と“2015～2019年平均”との比較

人口動態統計より作成
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
総数

2020 1,372,648 128,993 115,554 117,979 112,407 107,484 99,551 104,046 110,646 106,582 117,144 117,585 134,677 
2015-19average 1,336,441 132,072 116,147 117,700 107,691 106,229 97,667 102,405 105,026 102,165 110,792 113,833 124,714 
2015-19 min 1,290,428 122,725 110,140 113,754 104,826 102,653 94,747 98,862 101,223 98,237 107,920 106,863 118,494 
2015-19 max 1,381,098 137,787 122,425 120,693 111,894 111,119 101,386 106,271 110,475 106,823 113,257 118,428 128,806 
新型コロナウイルス

2020 3,459 0 0 66 353 473 81 37 285 275 195 373 1,321 
感染症及び寄生虫症

2020 22,124 2,146 1,998 1,972 1,859 1,680 1,639 1,660 1,739 1,755 1,809 1,833 2,034 
2015-19average 24,479 2,454 2,106 2,190 1,987 1,992 1,818 1,872 1,906 1,897 2,001 2,041 2,216 
新 生 物＜腫瘍＞

2020 391,518 33,114 30,849 32,940 31,944 31,963 31,250 32,667 33,015 32,536 34,127 32,656 34,457 
2015-19average 385,679 33,253 30,129 32,431 31,063 31,869 30,820 32,211 32,627 31,962 33,374 32,353 33,586 
血液及び造血器の疾患並び
に
免疫機構の障害

2020 4,296 392 386 364 363 310 320 327 356 347 358 348 425 
2015-19average 4,400 427 369 374 343 348 344 336 351 350 383 382 393 
内分泌，栄養及び代謝疾患

2020 22,427 2,099 1,907 1,933 1,873 1,849 1,605 1,691 1,824 1,673 1,835 1,888 2,250 
2015-19average 21,860 2,305 2,012 1,989 1,771 1,705 1,566 1,623 1,733 1,558 1,687 1,812 2,100 
精神及び行動の障害

2020 23,110 2,097 2,025 1,938 1,851 1,782 1,659 1,770 1,809 1,784 2,046 2,009 2,340
2015-19average 18,972 1,795 1,601 1,610 1,520 1,513 1,370 1,421 1,474 1,497 1,622 1,729 1,819 
神経系の疾患

2020 51,260 4,765 4,294 4,257 4,318 3,922 3,821 3,853 4,051 4,049 4,475 4,513 4,942
2015-19average 41,714 3,899 3,423 3,540 3,343 3,269 3,046 3,239 3,292 3,308 3,611 3,776 3,968 
循環器系の疾患

2020 345,356 34,802 30,823 30,411 28,729 26,493 23,772 24,580 26,295 25,040 28,598 29,605 36,208 
2015-19average 346,267 37,717 32,394 31,730 28,150 26,732 23,956 24,871 25,364 24,401 27,400 29,561 33,990 
呼吸器系の疾患

2020 172,704 18,788 16,002 15,602 14,483 13,354 11,548 12,153 12,979 12,800 14,320 14,607 16,068 
2015-19average 198,106 21,505 18,655 17,761 16,020 15,660 13,725 14,259 14,952 14,837 16,021 16,694 18,016 
消化器系の疾患

2020 53,848 4,957 4,383 4,648 4,360 4,315 3,866 4,069 4,291 4,189 4,669 4,650 5,451 
2015-19average 50,536 4,893 4,373 4,488 4,078 4,082 3,672 3,772 3,952 3,904 4,244 4,315 4,763 
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呼吸器系の疾患

2020 172,704 18,788 16,002 15,602 14,483 13,354 11,548 12,153 12,979 12,800 14,320 14,607 16,068 

2015-19average 198,106 21,505 18,655 17,761 16,020 15,660 13,725 14,259 14,952 14,837 16,021 16,694 18,016 

消化器系の疾患

2020 53,848 4,957 4,383 4,648 4,360 4,315 3,866 4,069 4,291 4,189 4,669 4,650 5,451 

2015-19average 50,536 4,893 4,373 4,488 4,078 4,082 3,672 3,772 3,952 3,904 4,244 4,315 4,763 

皮膚及び皮下組織の疾患

2020 2,821 294 257 241 268 206 171 199 245 192 230 231 287 

2015-19average 2,212 199 197 196 188 181 168 181 170 164 187 183 197 
筋骨格系及び結合組織の疾
患

2020 8,998 839 727 791 800 665 706 699 712 720 746 748 845

2015-19average 7,713 722 666 677 626 620 571 611 601 605 628 667 721 

腎尿路生殖器系の疾患

2020 42,499 4,150 3,590 3,746 3,566 3,409 2,979 3,154 3,233 3,218 3,497 3,720 4,237 

2015-19average 38,789 3,852 3,404 3,449 3,171 3,108 2,795 2,909 2,987 2,908 3,217 3,361 3,629 

 老   衰

2020 132,435 11,723 10,572 11,101 10,509 10,165 9,856 9,969 10,372 10,555 11,931 12,198 13,484

2015-19average 103,982 9,590 8,943 8,914 8,767 7,834 7,313 7,641 8,624 8,015 9,090 9,228 10,023 

傷病及び死亡の外因

2020 66,130 6,376 5,593 5,771 4,949 4,747 4,268 4,811 5,990 4,954 5,916 5,768 6,987 

2015-19average 67,535 7,033 6,063 6,234 5,472 5,324 4,655 5,243 5,228 4,771 5,280 5,635 6,596 

交通事故

2020 3713 349 350 312 282 256 251 236 262 309 363 365 378 

2015-19average 4,913 414 362 395 383 378 337 380 418 405 463 464 515 

自 殺

2020 20,222 1,527 1,366 1,672 1,409 1,520 1,496 1,792 1,819 1,815 2,197 1,850 1,759

2015-19average 20,797 1,653 1,596 1,949 1,797 1,929 1,764 1,762 1,695 1,714 1,704 1,633 1,602 



③ 超過死亡（東京都）



「超過死亡」とは

「超過死亡」は、前５年間の月別死亡数の平均と
比較して、死亡数が増えているか減っているかを
数字で示したものです

（註．感染症研究所から出されている「超過死亡」は補正されていて数値が異なります）

世界各国では、2020年は新型コロナによる死亡で
「超過死亡」が発生していました

日本では、新型コロナの影響で医療機関が「受診
制限」、国民が「受診抑制」したために、新型コ
ロナ以外の死亡によって「超過死亡」が発生した
と考えられています
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④ 精神科医療への影響

精神科外来
精神科外来受診件数が１～２割減少
都心部の精神科外来と郊外とで大きく異なる
（支払基金「診療報酬請求額の前年度比較」などから推測）

東京都の精神科救急
二次救急（入院）件数はあまり変化なかったが、
そのうち警察官が保護していたケースが、令和
元年度 36.3％であったのが、令和２年度 46％に
なった。令和３年度6月までは38.3％である

初期救急（外来）は令和２年４月以降、著しく
減ったままである
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二次救急の中で「23条流れケース」の占める割合
＆

二次救急の中で警察官が保護したケースが占める割合

年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
（4月～6月）

二 次 救 急 の総数 558 631 622 149

★そのうち、警察が23条通報するも、受理
されず情報センターに依頼してきたケース 110 170 197 42

（二次救急に占める割合％） 19.7% 26.9% 31.7% 28.2%

★そのうち、警察が23条通報せずに、直接
に情報センターへ依頼してきたケース 56 59 89 15

二次救急のうちで
警察官から情報センターに（23条経由、又

は、直接に）依頼してきたケースの合計
166 229 286 57

（二次救急に占める割合） 29.7% 36.3% 46.0% 38.3%



2. 人口動態統計（速報）から

2019年 2020年 2021年（4月まで）
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月別妊娠届出数の推移
2020年1月～12月の累計妊娠届出数 872,227件
2019年1月～12月の累計妊娠届出数 916,590件

2020年は対前年比で95.2％（4.8％減）

2021年の出生数は80万を切ると予測されている



2020年日本の総人口 42万人減（総務省）

2021年はもっと大きく減る

「急激な人口減少」は
日本社会に計り知れない影響を及ぼす

 少子高齢化がいっそう加速する
 年金、医療保険、介護保険を見直す必要
 将来の労働力不足、など



コロナ流行と感染症対策による

３．生活・経済活動への影響



① 家庭・学校・企業で進行中のこと

在宅勤務やオンライン授業で、上手く乗れた人、乗れなかった人。
コロナ禍で、新しい可能性を拓いた人、身動き出来なくなった人。
商店・企業で、飲食業や旅行業など経営が著しく苦しくなる。ゲー
ム関連、ＩＴ関連、スーパー、コンビニは最高益。コロナ禍をビジ
ネスチャンスにした企業、廃業した企業。
学生や父母が大学や専門学校に求めることが違ってきた。
絆が深まった家族、葛藤が激しくなった家族。
コロナをきっかけに、個人、家族、企業、大学、社会の隅々まで、
在りようが激変する



② 完全失業数・完全失業数の推移
労働力調査（基本調査）令和3年5月より



就業者数の前年同月比、男性は減少が続く。
女性は4月～5月でわずかに増加

前年同月比、4月～5月で正規職員・従業員も非正規職員・従業員も微増



③ 家庭で起きていたこと

コロナで蘇った家庭がある一方で、
コロナで家族内対立が強まった家庭がある

DV、児童虐待、家庭内暴力などの件数が急増・・・



児童虐待

厚労省「児童虐待相談対応件数の動向について」より

児童虐待相談
対応件数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2021年
1月

東京都

2020年 1,823 1,943 2,886 1,657 1,475 2,020 2,610 1,933 2,286 2,152 1,888 2,271 2,038

2019年 1,394 1,476 2,177 1,285 1,147 1,280 1,868 1,513 1,524 2,174 2,119 2,126 1,823

対前年同
月比

130.8% 131.6% 132.6% 128.9% 128.6% 157.8% 139.7% 127.8% 150.0% 99.0% 89.1% 106.8% 111.8%

全 国

2020年 14,816 15,051 23,732 14,953 13,772 18,028 17,026 14,901 16,890 17,692 14,725 16,532 15,081

2019年 12,249 13,517 20,074 13,746 13,871 16,092 17,690 14,840 15,740 17,636 15,425 15,786 14,816

対前年同
月比

121.0% 111.3% 118.2% 108.8% 99.3% 112.0% 96.2% 100.4% 107.3% 100.3% 95.5% 104.7% 101.8%
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配偶者からの暴力に関するデータ
（内閣府男女共同参画局からの資料 令和元年9月25日）



子どもの家庭内暴力が
2020年は急増した

（まだ公式発表は出されていない）
現場の印象では
前年比３割増
小学生については5割増



少年による家庭内暴力 認知件数の推移



④ 犯罪統計



刑法犯総数は減少している
しかし、殺人は減少していない
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認知件数 検挙件数 検挙人員 うち）少年

2017年 282,803 101,492 67,300 8,699

2018年 254,089 96,531 63,262 7,521

2019年 234,693 91,673 60,236 6,284

2020年 209,098 87,586 57,284 6,058

2021年 180,159 85,153 55,566 4,871

刑 法 犯 総 数
【各年1-4月】

本川裕 社会実情データ図録より警察庁 犯罪統計より



窃盗が減少から抜け出しつつある
詐欺が増加し続けている

犯罪が増えそう 治安悪くなりそう

本川裕 社会実情データ図録より



４．公的なものの在りよう
国、地方自治体、公務員

政党、政治家、マスメディア
各種団体、ＮＰＯ



感情不安度と政府対応評価度
本川裕 「社会実情データ図録」より



人々の間に
不安、不信、怒りが強まっている

1. 国・感染症対策関係者がゆとりを失い強引さが目立つ

2. 感染防止対策で追い詰められている企業がある一方で、
一部の企業は最高利益を上げている。それを多くの国
民が知って不満が鬱積している

3. 国民の不安、不信、苛立ち、怒りが強まる一方である。
“だらしない人”、“他県の人”に遭遇したとき怒りを爆
発させるなど、些細なきっかけから家族内・職場内で
対立が起きている

4. 国への不信・政治への不信が高まっている

5. 人々どうしの助け合いが、コロナ対策のために制限さ
れ、東日本大震災や水害被害のときのようには行えな
いでいる



５．感染症対策の考え方



① 基本的な考え方

感染症対策のために「私たちに必須の活動」
が抑制され、甚大な悪影響が出ている

これまでの感染症対策は感染症防止のための
感染症対策だったのでは

“コロナ流行下でも『感染リスクを下げて必須
の活動を行えるようにする感染防止対策』が求
められている
人と人との親密な交流を出来るだけ維持する
医療、教育、経済活動、文化活動を守る

科学的根拠に裏付けされた対策



② 望まれる感染症対策

「３密回避」といった抽象的なことではなく、学
校、職場、飲食店、イベント会場、球場など「個々
の場に応じた個別的・具体的対策」が必要
「抽象的なこと」は必ず過剰・極端になって行く。2枚マスク、戸外でもマスク

「個々の場に応じた個別的・具体的な感染症対
策」として色々な妙案が考えられるだろう。その中
で、科学的な根拠があり、費用対効果が良いものを
選んで実行する

• 飲食店に、その店にあった感染対策をアドバイスする活動
• 高齢者施設で行っている工夫について情報交換する
• オリンピックを成功させるために、会場ごとに感染対策を工夫する、など



『もっとも恐れなければならない
のは、恐れそのものだ』

by Franklin Roosevelt

今、私たちの誰もが、恐怖にとらわれ、ゆとりを失っ
ています

恐怖を和らげ、ゆとりを取り戻すには、科学的根拠に
基づいて行動する、民主主義を大切にして皆が納得し
て動くようにすることが大切です。今回のコロナも例
外ではないでしょう


